
循環器超音波画像を用いた人工知能による自動診断技術の開発

予備検討：心臓超音波画像を用いた心筋梗塞自動診断

Deep learningによる人工知能の画像解析技術革新

End-D Mid-S End-S

Echo Images
Control

前壁梗塞

側壁梗塞

下壁梗塞

Neural Network Scoring

Kusunose K et al. JACC Cardiovasc Img 2019 in press

Brain tumor

Normal control

tumor

not tumor

fc
20 nodes

State-of-the-art 
deep neural network

(Xception)

MRIやCTなど，放射線領域の画像診断において広く行われ始めた．
本クラスターの目的

循環器医療画像の特徴
・「動き」の評価が必要．

現在の医療画像解析ではその殆どが静止画を対象としており，動画を扱
う新規性がある．

・「血行動態」の評価が必要
構造物のあるなしだけでなく，その「働き」を解析する必要がある．

→人工知能解析により，これら複雑な心臓の働きを医療画像（特に超音波画
像）から明らかにし，自動診断技術を開発する．
超音波画像はポータブル機器も発達しており，先進国だけでなく発展途上国
での使用も多いため，自動診断技術の有用性は高い．
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人工知能学習モデル作成

超音波機器メーカーなど
本クラスタから得られたシーズを元に

自動診断ソフトの開発
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データベースを使ったAIアルゴリズムの開発・検証
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